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病院礼拝堂の信徒として

《 み 手 の な か で 》

荒 井 照 江

　

　
礼
拝
堂
の
年
次
報
告
を
見
る
と
、
礼
拝
に
出

席
し
て
実
感
す
る
以
上
に
多
数
の
受
洗
者
が
い

ま
す
。
入
院
中
に
チ
ャ
プ
レ
ン
の
訪
問
を
受

け
、
病
床
で
受
洗
さ
れ
て
も
、
礼

拝
堂
で
の
交
わ
り
の
叶
わ
な
い
ま

ま
天
国
へ
召
さ
れ
る
方
が
多
い
か

ら
で
す
。
人
生
で
一
番
落
ち
込
ん

だ
と
き
に
た
ま
た
ま
教
会
が
近
く

に
有
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
信

仰
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
人
は
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
病
院
で
は
高

い
頻
度
で
そ
う
い
う
機
会
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
辛
い
事
そ
の
も
の
を
取
り
除
く

こ
と
が
出
来
な
い
と
し
て
も
、
そ

れ
を
受
け
入
れ
て
も
有
り
余
る
希
望
を
見
出
せ

た
と
き
、
人
は
癒
さ
れ
た
と
感
じ
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
病
院
で
夫
を

亡
く
さ
れ
た
際
に
、
色
々
な
幸
運
と
人
の
縁
が

重
な
っ
て
礼
拝
堂
を
葬
儀
の
場
と
す
る
こ
と
が
出

来
た
と
い
う
経
験
を
経
て
、
教
会
員
と
な
っ
た
方

が
、
「
神
様
の
お
導
き
で
夫
と
の
別
れ
を
受
け
入

れ
る
時
間
を
た
っ
ぷ
り
持
て
た
。
神
様

に
守
ら
れ
て
い
る
と
実
感
し
て
教
会
に

来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
」
と
明
る
く
話

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
週
日
の
礼
拝
堂
に
は
、
静
か
に
祈
る

人
の
姿
が
絶
え
ま
せ
ん
。
主
日
礼
拝
に

も
、
一
人
二
人
で
す
が
毎
週
の
よ
う
に

患
者
さ
ん
や
家
族
の
方
の
参
列
が
あ
り

ま
す
。
言
葉
に
な
ら
な
い
不
安
を
抱

え
、
す
が
る
思
い
で
礼
拝
堂
に
た
ど
り

着
か
れ
た
方
々
に
、
直
接
多
く
を
お
尋

ね
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
礼
拝

堂
と
そ
こ
に
集
う
私
た
ち
が
、
「
誰
も
み
な
神
様

の
み
手
の
中
に
あ
る
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
お
手
伝
い
出
来
る
と
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
聖
路
加
国
際
病
院
聖
ル
カ
礼
拝
堂
信
徒
）
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《
奉
献
先
か
ら
》

　
こ
ど
も
の
た
め
の

　
　
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
の
働
き

　
教
区
内
日
曜
学
校
の
働
き
を
持
ち

寄
り
、
仲
間
が
一
つ
に
な
っ
て
そ
の

活
動
を
多
面
的
に
見
て
事
柄
を
共
有

し
よ
う
、
と｢

日
曜
学
校
連
絡
会｣

を

進
め
て
い
ま
す
。
現
場
の
教
師
ス
タ

ッ
フ
に
は
親
睦
と
研
修
学
び
の
場
を

企
画
。
同
系
列
の
学
校
に
は
近
隣
の

聖
公
会
教
会
の
地
図
礼
拝
案
内
も
。

こ
ど
も
達
と
そ
の
ご
家
庭
に
は
定
期

的
な
「
こ
ど
も
に
ゅ
ー
す
」
発
行
で

教
区
レ
ベ
ル
の
行
事
の
お
知
ら
せ
と

お
誘
い
を
。
大
礼
拝
で
は
こ
ど
も
達

の
お
役
目
参
加
を
盛
り
込
み
、
ご
奉

仕
の
喜
び
を
体
験
。
ま
た
合
同
の
フ

ェ
ス
タ
、
お
も
ち
つ
き
、
遠
足
等
を

季
節
に
合
わ
せ
企
画
実
施
し
、
東
京

中
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
兄
弟
姉
妹
と

今週・来週 の 予 定

１０月１７日～３０日

１７（日）聖霊降臨後

　第２１主日

１９（火）多摩Ｇ牧師協議会

礼拝音楽委員会

２０（水）教役者レクイエム

２１（木）城南Ｇ牧師協議会

２４（日）聖霊降臨後

　第２２主日

２５（月）ハラスメント防止

　委員会

２６（火）銀座朝祷会

人権委員会：日の

　丸・君が代

２９（金）正義と平和協議会

　運営委員会

３０（土）教区合同堅信式

（主教座）

の
出
会
い
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　 

（
連
絡
会
ス
タ
ッ
フ
　
今
井
信
子
）

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム
　
　

10
月
20
日
（
水
）
10
時
半

　
　
主
教
座
聖
堂

　
　
説
教
　
大
森
明
彦
司
祭

▽
司
祭
山
田
助
次
郎
▽
主
教
松
井
米

太
郎
▽
司
祭
河
合
良
隆
▽
司
祭
遠
藤

敏
雄
▽
司
祭
青
木
毅
三
▽
主
教
八
代

斌
助
▽
主
教
高
瀬
恒
徳
▽
司
祭
牛
島

惣
太
郎
▽
司
祭
副
島
虎
十
▽
伝
道
師

長
尾
よ
つ
▽
伝
道
師
前
田
華
江
▽
司

祭
坂
下
内
匠
▽
主
教
山
田
襄
▽
司
祭

竹
之
内
瑞
男
▽
司
祭
岡
精
三
▽
司
祭

速
水
敏
彦
▽
司
祭
津
田
昌
男

＊
教
区
事
務
所
で
９
月
４
日
聖
職
按
手

式
の
集
合
写
真
申
込
を
受
付
中
（
広
報

委
員
会
）

 [

訂
正] 

時
報
10
日
号
掲
載
、
西
新
の
会

26
日
・
聖
書
の
学
び
の
担
当
は
卓
志
雄

司
祭
に
替
わ
ら
れ
ま
し
た
。

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》
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◇ 
人 

事

司
祭  
大
森
明
彦
　
八
王
子
復
活
教
会

　
牧
師
補
解
任
（
９
月
３
日
付
）

　
八
王
子
復
活
教
会
副
牧
師
任
命(

９

　
月
４
日
付
）

司
祭  

中
村  

淳
　
東
京
聖
マ
ル
チ
ン

　
教
会
牧
師
補
解
任(
９
月
３
日
付)

　
東
京
聖
マ
ル
チ
ン
教
会
副
牧
師
任

　
命
（
９
月
４
日
付
）

信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告(

９
月
29
日)

＊
宣
教
主
事
、
各
委
員
会
・
教
会
グ

ル
ー
プ
等
の
報
告
。
＊
プ
レ
宣
教
協

議
会
報
告
。

＊
「
学
び
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」
の
振
り

返
り
、
テ
キ
ス
ト
に
使
用
し
た
１
５
０

周
年
記
念
聖
餐
式
説
教
を
冊
子
と
し
て

出
版
し
各
教
会
に
配
布
す
る
。

＊
２
０
１
１
年
度
予
算
案
の
確
定
。

＊
こ
ど
も
聖
歌
集
の
た
め
に
集
め
た

資
料
を
集
計
し
検
討
す
る
小
委
員
会

を
設
定
し
た
。

＊ 

そ
の
他

　
▽ 

聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
オ
ル
ガ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
　
23
日(

土)

15
時
、
演
奏
＝
廣

江
理
枝
。
２
千
５
百
円
。
照
会
℡
03

(

３
２
６
８)

８
０
９
７
・
同
教
会
。

　
▽ 

シ
リ
ー
ズ
礼
拝
の
学
び
①
葬
儀

を
学
ぶ
、
葬
儀
に
学
ぶ
　
教
区
・
礼

拝
音
楽
委
員
会
・
聖
職
養
成
委
員
会

共
催
。
11
月
13
日
（
土
）
10
時
～
16

時
、
ナ
ザ
レ
修
道
院
。
講
師
＝
鈴
木

裕
二
司
祭
・
高
橋
宏
幸
司
祭
。
会
費

＝
千
円
。
内
容
・
持
参
品
・
申
込
み

方
法
等
詳
細
は
各
教
会
・
礼
拝
堂
へ

送
ら
れ
て
い
る
チ
ラ
シ
を
参
照
。

◇ 

秋
の
バ
ザ
ー
（
３
）

▽
24
日
＝
立
教
諸
聖
徒
（
10
時
15
分
～

13
時
15
分
）
、
聖
十
字
（
11
時
15
分
～

15
時
・
14
時
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
）
、

聖
ヨ
ハ
ネ
（
12
時
～
14
時
）
、
真
光

（
12
時
～
14
時
半
）
▽
26
日
＝
聖
マ
リ

ア(

10
時
～
16
時
・
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル)

公　示

日本聖公会東京教区第１１４

（定期）教区会を下記のよう

に召集します。

　救主降生201 0年10月6日

　　日本聖公会東京教区

　　教区会議長　管理主教

　　主教ゼルバベル廣田勝一

記

日時：201 0年11月20日(土)

   午前9時から午後5時まで

場所：開会聖餐式　

　　　　聖アンデレ主教座聖堂

　　　議場　

　　　　聖アンデレホール

　　　　　東京都港区芝公園

　　　　　　　　　 3-6- 18

書記を次のように任命する。

　　司祭アタナシオ佐々木庸

　　執事クララ　佐久間恵子

　　　　　　　　　　以上
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
62

　
正
義
と
平
和
協
議
会

　
10
月
１
日
か
ら
墨
田
区
で
空
き
缶
を

回
収
す
る
路
上
生
活
者
を
排
除
す
る
た

め
の
条
例
が
施
行
さ
れ
た
。
資
源
回
収

に
集
め
て
い
る
近
隣
の
人
々
の
空
き
缶

を
勝
手
に
持
ち
去
っ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
も
の
。
一
晩
中
集
め
て
、
２
百
円

か
３
百
円
に
し
か
な
ら
な
い
空
き
缶
を

集
め
て
い
る
人
々
が
い
る
。
ま
た
渋
谷

で
は
公
園
を
整
備
す
る
た
め
に
と
い
う

口
実
の
も
と
で
排
除
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
世
の
中
に
は
連
帯
と
い
う
言

葉
は
死
語
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
世
界
に
生
を
受
け
た
も
の
は

互
い
に
係
わ
り
合
い
、
支
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
の
は
間
違
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

　
正
義
と
平
和
協
議
会
は
７
月
に
協
議

会
に
先
立
っ
て
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
を
開

催
し
た
。
タ
イ
北
部
チ
ェ
ン
マ
イ
で
Ｈ

Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
人
々
と
家
族
を
支
え

て
い
る
バ
ー
ン
サ
バ
イ
の
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
早
川
文
野
さ
ん
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ

ュ
の
少
数
民
族
の
支
援
を
し
て
い
る
リ

グ
リ
マ･

ジ
ャ
パ
ン
の
上
沢
伸
子
さ
ん

を
お
招
き
し
て
ア
ジ
ア
の
人
々
と
の
連

帯
や
自
立
支
援
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
学
び
の
時
を
持
っ
た
。
人
数
的
に
は

予
定
よ
り
も
少
な
か
っ
た
が
、
良
い
学

び
の
時
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
協
議
会

が
行
わ
れ
、
規
則
の
改
正
や
新
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
設
置
を
決
議
し
た
。

　
少
し
で
も
連
帯
の
輪
を
広
げ
て
い
こ

う
、
学
び
の
時
を
持
と
う
と
正
義
と
平

和
協
議
会
は
互
い
の
分
野
の
分
か
ち
合

い
を
し
、
地
道
に
活
動
を
し
て
い
る
。

浅
草
の
日
曜
給
食
に
は
７
百
人
近
い
人

々
が
集
ま
る
。
多
く
の
人
が
行
き
詰
ま

り
を
感
じ
、
ひ
き
こ
も
り
や
児
童
虐
待

の
ニ
ュ
ー
ス
は
後
を
絶
た
な
い
。
社
会

に
起
こ
っ
て
い
る
様
々
な
現
象
は
教
会

の
外
の
問
題
で
あ
っ
て
、
私
た
ち
と
は

無
関
係
だ
と
は
い
え
な
い
。
社
会
に
起

き
る
困
難
な
状
況
は
、
教
会
の
内
側
の

問
題
で
も
あ
り
、
そ
れ
を
直
視
し
な
い

で
い
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
教
区
の
中
に
「
貧
困

問
題
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設

置
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
問
題
点

の
整
理
を
行
い
、
解
決
に
向
け
て
の
具

体
的
な
活
動
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
李
民
洙
司
祭
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
、
９
月
か
ら
活

動
が
始
ま
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
す

べ
て
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
し

で
も
前
進
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
正
義
と
平
和
協
議
会
議
長
　

司
祭 

大 

畑 

喜 

道

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


